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編集後記

3月の声を開くと。 どうしても東日本大震災のことが思い出されてしま

います。大学では応急的な「復興Jは一応完了しましたが，来年度から研
究室や院生室のある建物が耐震補強工事に入ることになりました。代替施

設などが十分になし吋コ， しばらくの向かなりの不自由を強いられることに

なりそうです。

今号も大学院生による論考・報告ーなどが中心となっていますが，卒業生

であるljl野浩二さんからも井上雅孝氏との共著という形で玉稿をいただく

ことができました。今後も各地で活躍されている本学関係者の皆様からの

論考を掲載していきたいと考えておりますので，積極的な投稿をお待ちし

ております。また， I研究活動報告jにもありますように.今年度から滝
沢誠さんを研究室のスタッフとして迎えることができ，早速「考古学実習J
も兼ねてつくば市桜塚古墳において 30数年ぶりに発掘調査がおこなわれ

ました。岩IIJt，f卓也先生も現場に足をお運びくださり，ご指導を!鳴ることが

できました。こうした成果も本誌において紹介していけるものと思ってい

ま す。(y.fvl.) 

筑波大学先史学・考古学研究第24号

2013年 3月 発行

編集 筑波大学先史学-考古学研究編集委員会

発行 筑波大学人文社会科学研究科歴史・人類学専攻

千305-8571 茨城県つくば市天王台 1-1-1

連絡先 三宅研究室

TEL 029-853-4042 

E-mail tap1973@hotmail.co.jp 

印刷株式会社イセブ

千305-0005 つくば市天久保 2-11-20

TEL 029-85ト2515



TSUKUBA ARCHAEOLOGICAL STUDIES 

No.24 March 2013 

CONTENTS 

Frontispiece 
Itabi once erected in Sensyunen, Tokyo 

SUZUMA, Tomoko 

Article 
Consideration of kinship at Tell Ain el-Kerkh, SYlia 

1vl1YAUCHf, Yuko ................. , .. . 

Current Researches 
A study of the Uda-type jars recovered from Ogamadate site, 
Takizawa, Iwate prefecture 

INOUE, Masataka and HAYANO, Koji 

Child burial rituals at Tell el-Kerkh during the Pottery Neolithic 
H1RONAGA, N aoko 

Groundbreaking events in the Late Chalco lithic period 
from the perspective of Eye Idol/Hut Symbols: 
Context, distribution and iconography 

33 

51 

MIYAKE, Chikashi ............. ........ 75 

Field Report 
A survey of Non aka Tumulus 1, Kasumigaura, Ibaraki Prefecture 

OMURA, Fuyuki 

New Materials 
Notes on itabi in the collection of the University ofTsukuba 

SUZUMA, Tomoko 

Department Activities and Publications in 2012 

95 

101 

125 

Correspondence ..................................................................... " ............... ,...... 128 

DOCTORAL PROGRAM IN HISTORY AND ANTHROPOLOGY 

UNIVERSITY OF TSUKUBA 


	0001
	0002
	0003
	奥付
	0132
	0140


